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【⽇ 時】令和６年９⽉27⽇(⾦) 18:30〜20:30
【場 所】⻑崎商⼯会議所２階ホール
【参加⼈数】19名

主な内容
①これまでの振り返り

ほこみち制度の概要や、これまで実施したシンポジウム・ワークショップの内
容について、ほこみち⻑崎未来検討委員会委員であり、また、今回のワークシ
ョップのコーディネーターでもある岩本諭⽒より説明を⾏いました。

国道34号⻑崎市桜町〜万才町の区間（約749ｍ）が歩⾏者利便増進道路（通称：ほこみち）に指定
されたことを踏まえ、国道34号周辺（岬のエリア）の活⽤⽅法について、地域の皆様と共に考えて
いくための、「第２回ほこみち⻑崎未来ワークショップ」を開催しました。

▲都⼼まちづくり構想の説明（⻑崎市）

▲これまでの振り返り（岩本⽒）
②都心まちづくり構想について

令和６年４⽉に策定した「⻑崎都⼼まちづくり構想」について、⻑崎市まちづ
くり部都市計画課より説明を⾏いました。
ほこみち指定区間が位置する岬のエリアは都⼼部の中⼼であり、「まちなか」
「海辺」「川辺」のそれぞれのエリアをつなぐ場所であること、かつ、エリア
間の⼈の流れを⽣み出すポンプとなるべき中⼼軸であること等の重要性を⽰し
たうえで、岬のエリアにおける各種構想・計画など、今後の都⼼まちづくりの
⽅向性が⽰されました。
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３．ワークショップ

• 各班に分かれて、第１回ワークショップの議論（資源・課題・アイディア）を振り返り、気づきの共有や、
新たな視点について意⾒交換を⾏いました。

• その上で、「通りの将来像（国道34号で⼤事にしたい価値観・キーワード）」と、「通りの過ごし⽅（理想
の過ごし⽅や、活⽤のアイディア等）」について意⾒交換を⾏いました。

• 「通りの将来像」については、多くの班が「歴史」や「岬」をキーワードに、「過去と未来をつなぐ道」や
「岬ストリート」などが挙げられました。「通りの過ごし⽅」については、「ゆっくり休む」「読書をす
る」「四季を感じる」「歴史を学ぶ」「休⽇はイベントを実施して平⽇と休⽇で過ごし⽅を変える」など、
アイディアあふれる、理想の過ごし⽅に関する様々な意⾒が挙げられました。
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テーマ：第１回ワークショップの意見の共有／通りの将来像を考えよう／通りの過ごし方を考えよう

▲ワークショップ⾵景（⼀部加⼯しています）
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今後もワークショップを開催する予定です。どなたでもご参加いただけますので、ぜひご参加ください。
（詳細は決まり次第、⻑崎河川国道事務所SNS等でお知らせします）
ほこみちの概要や、ほこみち⻑崎未来検討委員会の詳細についてはこちらをご覧ください。
⻑崎河川国道事務所ホームページ（ほこみち⻑崎未来検討委員会）
https://www.qsr.mlit.go.jp/nagasaki/road/shisaku/hokomichi.html

Ａ班
・将来像：ミサキ（サキ・シキ・キキ）ストリート・・・岬の「サキ」、四季を感じる「シキ」、「キキ」を乗り越える防災
・過ごし⽅：ゆっくり休憩、ベンチに座って読書する、並⽊の下で⾵を感じる、休⽇に朝市（歩⾏者天国）、防災イベントの開催、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、芝⽣、コーヒーショップ、並⽊道、トイレ、防災グッズ、イベントができる適度なスペース、など
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各班の発表

B班
・将来像：歴史と文化（キーワード）／“昔”と“今”をつなぐ道／“みなと”と“まち”をつなぐ道／文化の風の道／長崎の風の道

・過ごし⽅：のんびり歩きながら時々休む、勉強できる、歴史探検、34号写真コンテスト、若者も楽しめるような映える道（ライトアップ）、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、Wi-Fi、など

Ｃ班
・将来像： “⻑崎”のはじまりを知る通りとして、記憶を⼈の営みをつむぎ続ける「⾒崎（みさき）・岬」
・過ごし⽅：コーヒーを飲みながら本を読む、県外の友⼈とまち歩き、蚤の市や朝市、電動キックボードで移動したい、など
・必要なもの：⽇陰、ベンチ（パラソル付き）、テーブル、店舗、歴史を伝えるアート看板、⾳楽、Wi-Fi、電動キックボード、など

Ｄ班
・将来像：２つの顔をもつ道 “ハレ”と“ケ” “終わり”と“始まり” “古さ”と“新しさ”
・過ごし⽅：おしゃれにランチ、リモート会議、テラスでコーヒーを飲む、散歩して時々休む、おくんちを追いかけて屋台フードを楽しむ、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、パラソル、Wi-Fi、電源、ゆとりのあるスペース、コーヒースタンド、キッチンカー、など

E班
・将来像：歴史を辿り過去と未来をつなぐ〜岬ストリート〜
・過ごし⽅：読書、散歩（夜も）、歴史を感じる、季節の花を愛でる、24時間複数⼈で勉強できる、⻑崎の県産品を集めたマルシェ、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、⽇よけ、テント、トイレ、店舗、季節に応じた花や⽊、印象的な照明設備、歴史的な街灯・⽯畳、Wi-Fi、など


